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○補助事業の内容および目的・効果

（目　的）

目　　的

（効　果）

・ 効 果

○補助事業の収支状況

繰越金 雑　入

40

平成１７年度
（昭和６１年度）

開　始

年　度

南かやべひろめ舟祭り実行委員会

函館市補助金等交付規則

計

1,255 326 3,714

64 1 7,826

その他

145 66 7,4652,485

4,300

  補 助 金 ・ 交 付 金  チ ェ ッ ク シ ー ト（№１）

補 助 金 名
（交付金名）

南かやべひろめ舟祭り開催補助金

団　体　名

助成の根拠規定等

(条例・規則・要綱等)

(単位：千円)

内　　容
　舟漕ぎ競争，中学校吹奏楽演奏，漁火パレード，郷土芸能発表会，ひろめソーラン踊
り，歌謡ショー，花火，ＰＲ昆布無料配付，浜なべ

　市民の心のふれあいの場として，郷土の歴史や芸能に親しみ，まちの良さを認識する市
民総参加の祭りを行うことを目的としている。

　地場産品の観光ＰＲ，資源を与えてくれる「海に感謝」，漁獲された「魚の供養」，漁
業に必要な「漁港への感謝」の性格を保ち，まちの活性化に貢献している。

計

7,140

73 11,625

55 8,260 8,315

上部団体

25 4,500 291 2,970

27

年　度 会　費

24 2,133

4,300 360 6,976

23

26

26

27

4,500 269

310 51 11,997

270 3,683 386 8,679

年　度 人件費

23 48 7,092

負担金等

11,698

事務費 事業費

助　　成　　金

市
事業収入

24 50 3,664 3,714

25 58 7,382 7,440

収

入

支

出
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○基本的視点の再チェック

※適・不適であっても，説明欄は必ず記載してください。

○財政的視点のチェック

※不適の場合は，説明欄に必ず記載してください。

１

公益性
（明確な公益性があるか）

　ひろめ舟祭りは，南茅部地域住民の心のふれあい
の場として，郷土の歴史や芸能を親しむことと地域
の良さを再認識し，地場産品のＰＲ・販売活動がで
きる「観光文化のある地域」としての一役を担い，
市全域参加型のイベントとしては函館港祭りに次ぐ
地域最大のイベントで，今後においてもより一層の
発展を図ることを目的としている。

　①広く市民生活の向上に貢献
  する事業

　②市民ニーズが高い事業

２
必要性（補助しなければならない事
業であるか）

　観光や地場産品のＰＲなど，地域活性化の起爆剤
としての役割を果たしており，市としても過疎地域
の振興を図る上で積極的に推進すべき事業である。

３
自主性（自主自立に向け努力してい
るか）

　毎年度，イベント内容の検討を図るとともに，協
賛社の確保に努めている。

４
有効性（他の手法ではなく補助する
ことが，施策目的実現に最適か）

　市の直轄事業でないことから，委託や負担金の形態はそぐわない，また地域
民間団体で実行委員を組織し，住民参加型のイベントとして自主的に財源を確
保しながら事業を実施していることから，補助金による支援の方法が最適であ
る。

不適 不適の場合の理由と今後の対応について

１ 積算内訳は，前年踏襲となっていないか

７ 経常経費の節減に努めているか

２ 補助金等の使途は適切である

３ 積算基準は定められている

４
補助割合は，補助対象経費の１／２以内で
ある

  補 助 金 ・ 交 付 金  チ ェ ッ ク シ ー ト（№２）

補 助 金 名
（交付金名）

南かやべひろめ舟祭り開催補助金

基　本　的　視　点 適 不適 説　　明

５ 前年度繰越金は生じていないか

６
自主財源の確保に努めている
（最低でも前年度の収入を確保している
か）

財　政　的　視　点
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○補助効果の検証
（効果測定方法，具体的な数値等）

（達成状況）

　　　　　　　　　　　　　　※継続事業は，直近の実績　新規事業は，効果のみ記載してください。

（評　価） （理　由）

十分効果をあげている

 一定の効果をあげている

効果が疑問である

その他

○今後の方向性
（見直しの内容）

（見直しの時期）

平成３０年度

（廃止の理由） （その他の内容）

（廃止の時期）

○終期の設定

　▼測定方法：午前・午後の最高入り込み時に，おおよその入場者数をカウント。
　▼目標数値：延べ８，０００人

　▼平成２３年度実績　　延べ　約８，０００人
　▼平成２４年度実績　　海難事故により中止
　▼平成２５年度実績　　延べ　約８，０００人
　▼平成２６年度実績　　延べ　約４，０００人（前日の荒天による来場者数の減）
　▼平成２７年度実績　　延べ　約１２，０００人（第３０回記念事業）

　地域観光客の増および地場産品のＰＲに効果をもたら
すとともに，地域住民をはじめ盛漁期を迎える漁業者等
に活力の向上が図られている。

現行のまま補助を継続

　事業内容の見直しや自主財源の確保により，補助割
合の縮小を検討する。

見直したうえで補助を継続

廃止

その他

補 助 金 名
（交付金名）

南かやべひろめ舟祭り開催補助金

終期設定 終期到来により廃止 次回チェック年度(予定)

平成　３０　年度 終期到来時に再検討 平成　３０　年度

  補 助 金 ・ 交 付 金  チ ェ ッ ク シ ー ト（№３）


